

























































協  力：NPO法人ゼファー池袋まちづくり 理事長 小林俊史 
     NPO法人「としまの記憶」をつなぐ会 副代表理事 吉田いち子 












































担当者 田中 聡一郎（本学兼任講師） 
履修者定員 15名 
内 容 



















































































































フィリピン マニラ ケソン市：Trinity University of Asia 




















































































































































































































































































































































































































    左：アスポート学習支援教室での現地活動を行う履修学生の様子 
    右：事後学習（オンライン授業）の様子 
































































































    左上：Zoomを用いたオンライン授業の様子 
    右上：現地活動が実施できなかったため、栃窪小学校との交流もオンライン（LIVE配信）に 
    中下：地元の方との交流（LIVE配信）の様子 






















































































既に述べたように、他の授業で NPO について学んだことがきっかけとなり、NPO 法人の運営や活動
実態に関心をもつようになって、将来の選択肢の一つとしても考えるようになっていた。そのため、






















































































































































を始めるきっかけになった。フィリピン渡航中止が決まった 2020 年 2 月、地元の機能訓練型デイサ
ービス施設でアルバイトを始めることにした。高齢者が在宅生活を続けるための健康づくり支援を行
っているというその施設が以前から気になっていた。 
施設に連絡をして、アルバイトとして勉強させてもらえることになった。私の仕事は、トレーニン
グマシンや歩行訓練などで利用者さんの健康づくりのお手伝いをすることだった。それまでも、フィ
ットネスクラブでのアルバイトで高齢者の方の運動をお手伝いする機会は多かったが、「要支援」や
「要介護」など、介護保険を利用するレベルの方に対して行うのには不安があった。何より、通所介
護施設で学生の自分にできることはあるのだろうかと思っていた。しかし、「年輪」で高齢者とかかわ
る楽しさやコミュニケーションの仕方を学ぶことができたので、現場でさらに理解を深めるために挑
戦しようと思うことができた。 
はじめは覚えることが多く大変だった仕事にも慣れ、祖父母ともいえるような年齢の利用者の方々
にかわいがられながら、現場で地域社会とつながれることに喜びを感じ続けている。今でも、利用者
さんの前では傾聴すること、目の前のコミュニケーションを大切にすることを心がけている。また、
高齢者の方の生活を支えるうえで“言葉にならない部分”を汲み取ることが大切だと気づき始めた。
利用者の方の中には認知症をおもちの方もいらっしゃるが、接し方の基本を「年輪」で身につけるこ
とができたおかげで、じっくりと向き合い、その人らしさを引き出すことができているのではないか
と思う。人生の最終章を一緒につくっていく介護のお仕事に、尊さを感じるようにもなった。 
 
５．これから学んでみたいこと、やってみたいこと 
デイサービスでのアルバイトでは、個別性を要するケアの仕事の難しさを感じるときもある。利用
者の方のお一人おひとり、痛みをもっている部位や持病は異なるし、好き嫌いもそれぞれだ。目の前
の人をしっかりと見つめなければ、寄り添うことはできないのだと改めて実感している。社会では、
講義で学んだことがすべてに当てはまるわけではない。そのことを心に刻み、これからの大学での学
びに臨んでいきたい。卒業研究でも、高齢者が地域で暮らしていくための支援の方法について取り組
みたいと考えている。そして、大学やRSLで学んだことを糧に、傾聴することを忘れず、人の痛みの
わかる人間になりたい。 
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